












































































































































明学派の部 下』（1901年）『巻四　古学派の部 上』（1902年）『巻五　古学派の部 中』（1902年）『巻六
　古学派の部 下』（1902年）『巻七　朱子学派の部 上』（1902年）『巻八　朱子学派の部 下』（1902年）
『巻九　折衷学派の部』（1903年）『巻十　独立学派の部』（1903年）





























































孔子研究序　井上哲次郎　明治 37年 7月 9日
序　蟹江義丸　明治 37年 1月 29日
18）前掲工藤「蟹江義丸與《孔子研究》──日本明治中期的孔子研究」p.31
19）南日恒太郎「故文學博士蟹江義丸君略傳」明治 37年 6月 30日
井上哲次郎「孔子研究序」明治 37年 7月 9日
桑木厳翼の「『孔子研究』の後に書す」明治 37年 6月 30日





































































































































30）丁酉倫理会編『丁酉倫理會倫理講演集』第 33-34号，明治 33年 6-7月　大空社再版に収録
31）前掲「漢學會の回顧」p.88



































































































































































































年 月日 差出住所 差出人 宛先 形式
1 1903 3月17日 安房郡北條町 蟹江義丸 蟹江操 封書
2 1900 8月19日 千葉県安房郡共條町 蟹江義丸 蟹江操 封書
3 1897 6月12日 金沢市小立野白山町 蟹江義丸 蟹江操 封書
4 1903 7月26日 福岡県福岡市伊崎裏 蟹江義丸 蟹江操 封書
5 　 7月16日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
6 　        23日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
7 1903 8月19日 福井県敦賀町 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
8 　 6月22日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
9 1903 7月16日 播州明石 蟹江義丸 蟹江操 封筒のみ
10 1903 8月11日 三河国蒲郡町 蟹江義丸 蟹江操 封筒のみ
11 　 6月24日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒のみ
12 　 7月19日 岡山市小橋町 蟹江義丸 蟹江操 葉書
13 1899 7月24日 千葉県業條町 蟹江義丸 蟹江操 葉書
14 1903 7月18日 播州明石 蟹江義丸 蟹江操 葉書
15 1902 7月 国府津 蟹江義丸 蟹江操 葉書
16 1902 7月10日 相州国 蟹江義丸 蟹江操 葉書
17 1901 8月1日 山梨県南留邨下吉田 蟹江義丸 蟹江操 葉書
18 1901 8月21日 静岡縣費次元鈴川 蟹江義丸 蟹江操 葉書
19 　 4月9日 　 蟹江義丸 蟹江操 葉書
20 　 1月9日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
21 　 4月17日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
22 　 6月20日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
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23 　 10月21日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
24 　 1月17日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
25 　 10月6日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
26 　 2月1日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
27 　 3月26日 安房郡北條町 蟹江義丸 蟹江操 葉書
28 1900 8月15日 千葉県安房郡 蟹江義丸 蟹江操 葉書
29 　 3月29日 安房郡北條町 蟹江義丸 蟹江操 葉書
30 　 7月19日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
31 　 　 安房郡北條町 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
32 　 　 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
33 　 8月16日 　 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
34 　 7月30日 岡山市 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
35 　 7月22日 福岡県福岡市伊崎裏 蟹江義丸 蟹江操 封筒無し
36 1898 　 　 蟹江義丸 山崎操 封筒無し
37 1900 8月12日 千葉県安房郡 蟹江義丸 蟹江操 葉書
38 1900 8月6日 千葉県安房郡 蟹江義丸 蟹江操 葉書
39 1900 7月26日 千葉県安房郡 蟹江義丸 蟹江操 葉書
40 1903 7月30日 福岡県福岡市伊崎裏 蟹江義丸 蟹江操 書留
41 　 　 　 姉崎正治 蟹江義丸 葉書
42 　 　 　 宇野哲人 蟹江義丸 葉書
43 　 　 　 姉崎正治 蟹江義丸 葉書
44 　 　 　 星野恒 蟹江義丸 葉書
45 　 　 　 元良勇次郎 蟹江義丸 葉書
46 　 　 　 堀謙徳 蟹江義丸 葉書
47 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 葉書
48 　 　 　 中島力造 蟹江義丸 葉書
49 　 　 　 星野恒 蟹江義丸 葉書
50 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 葉書
51 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 葉書
52 1902 6月29日 　 今俊一堅老生 蟹江義丸 葉書
53 　 　 　 姉崎正治 蟹江義丸 葉書
54 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 葉書
55 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 葉書
56 　 　 　 塚原政次 蟹江義丸 葉書
57 　 　 　 姉崎正治 蟹江義丸 葉書
58 　 　 　 宇野哲人 蟹江義丸 葉書
59 　 　 　 宇野哲人 蟹江義丸 葉書
60 　 　 　 宇野哲人 蟹江義丸 葉書
61 　 　 　 　 蟹江義丸 封筒のみ
62 　 　 　 吉田賢龍 蟹江義丸 封筒のみ
63 　 　 　 内山政如 蟹江義丸 手紙
64 　 　 　 大久保利武 蟹江義丸 手紙
65 　 　 　 桒木崇明，桒木崇義 蟹江義丸 手紙
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66 1899 9月26日 　 千葉県安房郡教育会 蟹江義丸 手紙
67 1904 　 　 　 蟹江義丸 手紙
68 1895 7月1日 　 Buchhandlung（W.Hertz） 蟹江義丸 手紙
69 　 1月1日 　 中村安常 蟹江義丸 手紙
70 1904 1月1日 　 八木三郎 蟹江義丸 手紙
71 　 　 　 太田秀 蟹江義丸 手紙
72 　 　 　 出荘 蟹江義丸 手紙
73 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 手紙
74 　 6月23日 　 建部遯吾 蟹江義丸 手紙
75 　 　 　 吉田賢龍 蟹江義丸 手紙
76 　 　 　 桑木厳翼 蟹江義丸 手紙
77 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 手紙
78 　 　 　 桑木厳翼 蟹江義丸 手紙
79 1904 1月10日 　 石川松涛 蟹江義丸 手紙
80 　 　 　 岸本能武太 蟹江義丸 手紙
81 　 　 　 中島力造 蟹江義丸 手紙
82 　 12月3日 　 蟹江常磐 蟹江義丸 手紙
83 　 4月18日 　 　 蟹江義丸 手紙
84 　 5月12日 　 深作安文 蟹江義丸 手紙
85 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 手紙
86 　 　 　 工藤文三郎 蟹江義丸 手紙
87 1899 8月28日 　 井上哲次郎 蟹江義丸 手紙
88 　 　 　 深作安文 蟹江義丸 手紙
89 　 　 　 井上哲次郎 蟹江義丸 手紙
90 　 　 　 矢津呂 蟹江義丸 手紙
91 　 　 　 深作安文・吉田静隆 蟹江義丸 手紙
92 　 1月6日 　 紀平正美 蟹江義丸 手紙
93 　 　 　 濱島栄治 蟹江義丸 手紙
94 　 7月1日 　 中島力造 蟹江義丸 手紙
95 　 　 　 中島力造 蟹江義丸 手紙
96 　 　 　 宇野哲人 蟹江義丸 手紙
97 　 　 　 深作安文 蟹江義丸 手紙
98 　 　 　 岡田正之 蟹江義丸 手紙
99 　 　 　 松本亦太郎 蟹江操 手紙
100 　 　 　 　 蟹江操 手紙
101 　 　 　 井上哲次郎 蟹江操 手紙
102 　 　 　 吉田賢龍 蟹江操 手紙
103 　 　 　 　 蟹江操 手紙
104 1900 6月4日 　 井上哲次郎 蟹江操 手紙
105 　 6月5日 　 宇野哲人 蟹江操 手紙
106 　 　 　 高島平三郎 蟹江操 手紙
107 　 　 　 諸橋轍次 蟹江操 手紙
108 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
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109 　 　 　 　 蟹江操 手紙
110 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
111 1911 8月18日 　 吉田賢龍 蟹江操 手紙
112 1904 5月18日 　 田崎捨吉 蟹江操 手紙
113 1933 6月20日 　 宇野哲人 蟹江操 手紙
114 　 　 　 井上哲次郎 蟹江操 手紙
115 　 5月2日 　 南日恒太郎 蟹江操 手紙
116 1908 12月21日 　 南日恒太郎 蟹江操 手紙
117 　 　 　 高島平三郎 蟹江操 手紙
118 　 　 　 吉田賢龍 蟹江操 手紙
119 　 　 　 岡田正之 蟹江操 手紙
120 　 4月11日 　 　 蟹江操 手紙
121 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
122 　 　 　 田部隆次 蟹江操 手紙
123 　 6月 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
124 　 6月 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
125 　 　 　 宇野哲人 蟹江操 手紙
126 1933 6月16日 　 姉崎正治 蟹江操 手紙
127 　 8月2日 　 井上哲次郎 蟹江操 手紙
128 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
129 1933 6月9日 　 建部遯吾 蟹江操 手紙
130 　 6月4日 　 塚原政次 蟹江操 手紙
131 　 　 　 　 蟹江操 手紙
132 　 6月5日 　 深作安文 蟹江操 手紙
133 　 6月1日 　 得能文 蟹江操 手紙
134 1932 1月1日 　 高島平三郎 蟹江操 手紙
135 　 　 　 友枝高彦 　 手紙
136 　 　 　 塚原政次・小西重安 　 手紙
137 　 7月28日 　 塚原政次 　 手紙
138 　 　 　 友枝高彦 　 手紙
139 　 　 　 　 　 手紙
140 　 　 　 深作安文 　 手紙
141 　 　 　 建部遯吾 蟹江義丸 手紙
142 　 　 　 深作安文 蟹江義丸 手紙
143 　 　 　 深作安文 蟹江義丸 手紙
144 　 　 　 Miss Shaw 蟹江義丸 封筒のみ
145 　 3月4日 　 友枝高彦 　 葉書
146 　 7月8日 　 井上哲次郎 　 手紙
147 　 　 　 塚原政次 　 手紙
148 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
149 　 2月20日 　 　 蟹江操 手紙
150 　 　 　 宇野哲人 蟹江操 手紙
151 　 　 　 宇野哲人 蟹江操 手紙
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152 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 手紙
153 　 　 　 　 蟹江操 手紙
154 　 　 　 塚原政次 蟹江義丸 手紙
155 　 　 　 建部遯吾 蟹江義丸 手紙
156 　 　 　 建部遯吾 蟹江義丸 手紙
157 　 　 　 　 水登みす（子）
山崎操子様
手紙
158 　 　 　 塚原政次 　 　
159 　 　 　 建部遯吾 　 　
160 　 　 　 建部遯吾 　 　
161 　 　 　 　 　 　
162 　 　 　 桑木厳翼 蟹江操 　
163 　 　 　 宇野哲人 　 　
164 　 　 　 宇野哲人 　 　
165 　 2月20日 　 　 　 　
166 　 　 　 桑木厳翼 　 　
167 　 　 　 塚原政次 　 　
168 　 7月8日 　 井上哲次郎 　 　
169 　 　 　 友枝高彦 　 　
170 　 　 　 深作安文 　 　
171 　 　 　 深作安文 　 　
172 　 　 　 建部遯吾 　 　
173 　 　 　 深作安文 　 　
174 　 　 　 内田銀蔵 　 　
175 　 　 　 友枝高彦 　 　
176 　 7月28日 　 塚原政次 　 　
177 　 　 　 　 　 　
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聞を送っていたとのことであるから，これは手紙そのものが別に保管されていたということで
あろう。つまり，この書簡集はこれで蟹江義丸の書簡すべてではない。
終わりに
蟹江義丸がどのような人物であったか多少なりともわかったであろうか。本稿は，蟹江義丸
を知るためのひとつのきっかけとなればと思ったもので，顕彰することを目指したものではな
い。知人の思い出などに記された興味深いエピソードなどもかなり省略している。また明治末
という時代の中で，蟹江義丸が担った役割もあり，それに対してはいろいろな意見があろうこ
とは間違いないであろう。本稿はこのような蟹江義丸の評価には敢えて踏み込まなかった。
また蟹江義丸遺稿・書簡については，一応のリストは作成したものの著者の力不足から，十
分な整理ができなかった。今後に期することとしたい。
【付記】本稿は学術研究費補助金による研究（基盤研究（C））「東アジア近代における思想的
伝統の創造に関する研究」課題番号：17K02204）に関する研究成果の一部である。
本稿を作成するにあたっての資料調査において京都大学附属図書館の特殊資料担当の皆様に
ひとかたならぬお世話になった，ここに感謝の意を表する。
 
